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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
累計期間

第29期
第３四半期連結
会計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

第29期

会計期間

自平成22年
３月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
９月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
３月１日
至平成23年
２月28日

売上高（百万円） 227,514 244,550 75,304 80,408 304,730

経常利益（百万円） 10,565 14,418 2,782 3,681 15,012

四半期（当期）純利益（百万円） 6,178 9,414 2,282 2,010 8,999

純資産額（百万円） － － 79,958 91,188 82,755

総資産額（百万円） － － 136,913 154,751 136,243

１株当たり純資産額（円） － － 1,262.821,440.181,306.99

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
97.58 148.69 36.05 31.75 142.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 58.4 58.9 60.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
16,219 17,218 － － 17,796

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△12,194 △9,800 － － △14,463

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△824 △937 － － △848

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 24,901 30,664 24,185

従業員数（人） － － 4,025 3,733 4,047

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年11月30日現在

従業員数（人） 3,733(4,954)

　(注) 　従業員数は就業人員であり、（　　）内の臨時雇用者数（１日８時間換算）は当第３四半期連結会計期間の平均人

員を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年11月30日現在

従業員数（人） 261 ( 28)

　(注) 　従業員数は就業人員であり、（　　）内の臨時雇用者数（１日８時間換算）は当第３四半期会計期間の平均人員を

外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入実績及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同四半期比（％）

ファーマシー事業（百万円） 47,003 －

ドラッグ事業（百万円） 14,717 －

合計 61,721 －

(注) １. 上記金額には消費税等は含まれておりません。

 ２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同四半期比（％）

ファーマシー事業（百万円） 62,495 －

ドラッグ事業（百万円） 17,913 －

合計 80,408 －

(注) １．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。　

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の「復興需要」により持ち直しの動きが続い

ているものの、海外経済の減速の影響などから、そのペースは鈍化してきています。　

当社グループの属する薬局・ドラッグストア業界においては、「震災の影響による生活必需品・防災関連商品の

需要の増加」、「前年同期の花粉関連商品やマスク類の売上の減少の反動増」、「夏の節電需要による季節商品の

販売増」などにより、売上は順調に推移しました。しかし、足元の売上にはやや鈍化傾向が見られ、第４四半期以降

は、国内景気の動向によっては厳しい運営が余儀なくされる懸念があります。　

このような環境のもと、当社グループでは、営業面においては平成23年５月に「治験事業」を売却して「ファー

マシー事業」・「ドラッグ事業」に注力する体制を整備し、また、管理部門においては子会社に分散していたシス

テム部門や人事部門の一元化を行うなどにより、営業の強化、経営効率の改善を図ってまいりました。

新規出店に関しましては、店舗網の再編として積極的にスクラップ＆ビルドを進め、関東・中部・関西にグルー

プとして 20店舗を新規出店するとともに、４店舗の閉店を行いました。また、既存店の活性化を目的とした店舗の

大型化や、処方箋調剤の増加に対応する改装も積極的に進めました。

その結果、当第３四半期連結会計期間末におけるグループ店舗数は、16店舗増加し、811店舗となりました。
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以上の結果、売上高は 804億８百万円（前年同期比 6.8％増、51億４百万円増）、営業利益は 33億82百万円（同

48.3％増、11億２百万円増）、経常利益は 36億81百万円（同 32.3％増、８億99百万円増）、四半期純利益は 20億10

百万円（同 11.9％減、２億72百万円減）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ファーマシー事業 

ファーマシー事業は、在宅医療をはじめとした地域医療への取り組みを強化した結果、処方箋調剤の売上が好調

に推移し、カウンセリング販売と季節プロモーション展開を強化した結果、ヘルスケア商品やホームケア商品など

物販部門の売上が伸長しました。

また、第３四半期末店舗数は、19店舗出店し、４店舗閉店した結果、合計 661店舗となりました。

以上の結果、売上高は 624億98百万円、売上総利益は 177億22百万円、販売費及び一般管理費は 145億75百万円、

営業利益は 31億46百万円となりました。

　

②ドラッグ事業 

ドラッグ事業は、一般用医薬品の売場拡大と新規出店・改装に合せた販促を強化した結果、ヘルスケア商品、ホー

ムケア商品や食品などの販売増につながり、売上は順調に推移しました。

また、第３四半期末店舗数は、１店舗新規出店を行い、合計 150店舗となりました。

以上の結果、売上高は 179億13百万円、売上総利益は 35億86百万円、販売費及び一般管理費は 30億66百万円、営

業利益は５億20百万円となりました。 

　

(2) キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会計期間

末に比べて 24億21百万円減少し、306億64百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 営業活動の結果得られた資金は、26億16百万円（前年同期比 71.5％増、10億90百万円増）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益が 35億９百万円となり、賞与引当金の増加額が 10億77百万円、仕入債務の増加額

が 17億59百万円等あった一方で、法人税等の支払額が 32億33百万円あったこと等によるものであります。 　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 投資活動に使用した資金は、45億91百万円（同 312.8％増、34億79百万円増）となりました。 これは主に、定期預

金の預入による支出が 17億50百万円、有価証券の取得による支出が 50億円、有形固定資産の取得による支出が 15

億97百万円等あった一方で、有価証券の償還による収入が 30億円あったこと等によるものであります。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 財務活動に使用した資金は、４億46百万円（同 13.4％増、52百万円増）となりました。これは主に配当金の支払

額が４億34百万円あったこと等によるものであります。 

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況　

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、改装、改修及び、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,330,838 63,330,838

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 63,330,838 63,330,838 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年９月１日～

平成23年11月30日 
－ 63,330,838 － 15,434 － 24,632

　

（６）【大株主の状況】

１．当第３四半期会計期間において、ハリス・アソシエイツ・エル・ピーから平成23年９月16日付の大量保有報

告書に係る変更報告書の写しの送付があり、平成23年９月13日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受

けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、大量保有報告書に係る変更報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者 ハリス・アソシエイツ・エル・ピー

住所 60602、アメリカ合衆国イリノイ州シカゴ市スィート500、ノースラサール街2番地　

保有株券等の数 株式　3,961,800株　

株券等保有割合 6.26％　

　

２．当第３四半期会計期間において、杉浦　広一氏から平成23年10月13日付の大量保有報告書に係る変更報告書

の写しの送付があり、平成23年10月６日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主

名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、大量保有報告書に係る変更報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者 杉浦　広一

住所 愛知県西尾市　

保有株券等の数 株式　1,892,000株　

株券等保有割合 2.99％　

　

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】
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 平成23年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　  13,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  63,247,400 632,474 －

単元未満株式 普通株式 　　 69,938 － －

発行済株式総数 63,330,838 － －

総株主の議決権 － 632,474 －

(注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。 

　

②【自己株式等】

 平成23年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

スギホールディングス

株式会社 

愛知県安城市三河安城町一

丁目８番地４
13,500 － 13,500 0.02

計 － 13,500 － 13,500 0.02

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は13,500株、その発行済株式総数に対する所有株式数の割

合は0.02％となっております。

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 1,980 1,963 1,970 2,145 2,249 2,216 2,209 2,157 2,201

最低（円） 1,597 1,822 1,889 1,948 2,057 2,002 2,024 2,032 2,025

　(注) 　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年３月１日から

平成23年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平

成22年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,414 29,185

売掛金 8,156 6,887

有価証券 10,076 8,841

商品 38,323 34,763

その他 8,337 8,101

貸倒引当金 △0 △4

流動資産合計 104,308 87,774

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 19,272

※
 16,912

その他（純額） ※
 8,976

※
 8,623

有形固定資産合計 28,248 25,535

無形固定資産

のれん － 81

その他 2,158 2,259

無形固定資産合計 2,158 2,341

投資その他の資産

差入保証金 14,441 14,007

その他 6,248 7,248

貸倒引当金 △654 △664

投資その他の資産合計 20,035 20,592

固定資産合計 50,442 48,468

資産合計 154,751 136,243
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 41,117 33,103

未払法人税等 1,931 2,968

賞与引当金 1,827 494

その他の引当金 85 1

その他 11,831 12,350

流動負債合計 56,794 48,918

固定負債

退職給付引当金 2,257 2,202

資産除去債務 2,607 －

その他 1,903 2,367

固定負債合計 6,768 4,569

負債合計 63,562 53,488

純資産の部

株主資本

資本金 15,434 15,434

資本剰余金 24,632 24,632

利益剰余金 51,148 42,684

自己株式 △33 △33

株主資本合計 91,181 82,717

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6 37

評価・換算差額等合計 6 37

純資産合計 91,188 82,755

負債純資産合計 154,751 136,243
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 227,514 244,550

売上原価 167,811 178,893

売上総利益 59,702 65,657

販売費及び一般管理費 ※
 50,349

※
 52,088

営業利益 9,353 13,568

営業外収益

受取賃貸料 951 966

受取手数料 521 571

その他 1,198 1,004

営業外収益合計 2,671 2,542

営業外費用

有価証券評価損 645 764

賃貸収入原価 746 811

その他 67 116

営業外費用合計 1,459 1,692

経常利益 10,565 14,418

特別利益

子会社株式売却益 － 909

還付消費税等 － 1,432

その他 － 121

特別利益合計 － 2,463

特別損失

固定資産除却損 50 82

減損損失 534 370

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,182

その他 10 201

特別損失合計 595 1,836

税金等調整前四半期純利益 9,970 15,045

法人税、住民税及び事業税 4,381 5,604

過年度法人税等 － 608

法人税等調整額 △589 △581

法人税等合計 3,791 5,631

少数株主損益調整前四半期純利益 － 9,414

四半期純利益 6,178 9,414
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 75,304 80,408

売上原価 55,922 59,099

売上総利益 19,382 21,309

販売費及び一般管理費 ※
 17,102

※
 17,927

営業利益 2,280 3,382

営業外収益

受取賃貸料 315 314

受取手数料 178 191

その他 416 349

営業外収益合計 911 855

営業外費用

有価証券評価損 141 271

賃貸収入原価 249 271

その他 16 12

営業外費用合計 408 555

経常利益 2,782 3,681

特別損失

固定資産除却損 15 6

減損損失 49 24

賃貸借契約解約損 － 140

その他 5 0

特別損失合計 70 172

税金等調整前四半期純利益 2,711 3,509

法人税、住民税及び事業税 1,158 1,811

法人税等調整額 △728 △312

法人税等合計 429 1,498

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,010

四半期純利益 2,282 2,010
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 9,970 15,045

減価償却費 2,611 2,804

減損損失 534 370

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,182

賞与引当金の増減額（△は減少） 727 1,422

有価証券評価損益（△は益） 645 764

子会社株式売却損益（△は益） － △909

還付消費税等 － △1,432

売上債権の増減額（△は増加） △1,295 △1,563

たな卸資産の増減額（△は増加） △963 △3,567

仕入債務の増減額（△は減少） 6,916 8,038

その他 511 809

小計 19,659 22,965

利息及び配当金の受取額 22 83

利息の支払額 △4 △12

消費税等の還付額 － 1,432

法人税等の支払額 △5,394 △6,642

過年度法人税等の支払額 － △608

法人税等の還付額 1,936 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,219 17,218

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △8,000 △10,750

定期預金の払戻による収入 2,200 10,000

有価証券の取得による支出 △5,000 △10,000

有価証券の償還による収入 2,000 5,000

有形固定資産の取得による支出 △2,419 △3,982

無形固定資産の取得による支出 △71 △233

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 276

貸付金の回収による収入 － 501

差入保証金の差入による支出 △655 △640

その他 △247 28

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,194 △9,800

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △750 △940

その他 △73 2

財務活動によるキャッシュ・フロー △824 △937

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,200 6,479

現金及び現金同等物の期首残高 21,700 24,185

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 24,901

※
 30,664
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

前連結会計年度において連結子会社であった、スギメディカルサポート

株式会社、スギメディカルリサーチ株式会社及びスギ生物科学研究所株式

会社は、第１四半期連結会計期間において所有する全株式を譲渡したこと

により、連結の範囲から除外しております。

(2) 変更後の連結子会社の数

３社

２．会計処理基準に関する事項の変更 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産　

従来、一部の連結子会社の調剤薬品及び物流センター保管商品について

は、売価還元低価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）に変更しております。

この変更は、原価データを単品管理する体制が確立したことに伴い、商

品の評価と期間損益計算をより適正に行うためのものであります。

なお、この変更による損益への影響額は軽微であります。

(2) 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

なお、これにより営業利益は 92百万円、経常利益は 95百万円、税金等調

整前四半期純利益は 1,278百万円減少しております。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は 2,515百万円であります。
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

１．前第３四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「法人

税等の還付額」は、当第３四半期連結累計期間において金額的重要性が乏しくなったため、「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の「法人税等の支払額」に含めて表示することとしました。

なお、当第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「法人税等の支払額」に含まれる

「法人税等の還付額」は 17百万円であります。

２．前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「貸付金の回収による収入」は、当第３四半期連結累計期間において金額的重要性が増加したため、区分掲記するこ

ととしました。

なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「貸付金の

回収による収入」は３百万円であります。　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第３四半期連結会計期間において、「特別損失」の「その他」に含めておりました「賃貸借契約解約損」は、当

第３四半期連結会計期間において金額的重要性が増加したため、区分掲記することとしました。

なお、前第３四半期連結会計期間の「特別損失」の「その他」に含まれる「賃貸借契約解約損」は４百万円であ

ります　

２．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

（連結納税制度の適用）

第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年11月30日）

前連結会計年度末
（平成23年２月28日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、21,002百万円であり

ます。 

※　有形固定資産の減価償却累計額は、18,282百万円であり

ます。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

 給与手当及び賞与  19,353百万円

 賃借料  10,155 

 賞与引当金繰入額  980 

 退職給付費用  411 

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

 給与手当及び賞与  19,865百万円

 賃借料  10,407 

 賞与引当金繰入額  1,818 

 退職給付費用  359 

 

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

 給与手当及び賞与  5,900百万円

 賃借料  3,409 

 賞与引当金繰入額  844 

 退職給付費用  126 

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

 給与手当及び賞与 6,177百万円

 賃借料 3,502 

 賞与引当金繰入額 1,068 

 退職給付費用 120 

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年11月30日現在）

（百万円） 

 現金及び預金勘定   30,401 

 有価証券  6,850 

 預入期間が３ケ月を超える定期預金及

び有価証券
 △12,350 

 現金及び現金同等物  24,901 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成23年11月30日現在）

（百万円） 

 現金及び預金勘定   39,414 

 有価証券  10,076 

 預入期間が３ケ月を超える定期預金及

び有価証券
 △18,826 

 現金及び現金同等物  30,664 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平

成23年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 63,330,838株 　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 13,553株 　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

４．配当に関する事項

配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月12日

取締役会
普通株式 506 8 平成23年２月28日平成23年５月27日利益剰余金

平成23年10月７日

取締役会
普通株式 443 7 平成23年８月31日平成23年11月７日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

 
ファーマシー
事業        
（百万円）

ドラッグ事業
（百万円）

治験事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 54,083 20,699 521 75,304 － 75,304

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
25 － － 25 △25 －

計 54,109 20,699 521 75,330 △25 75,304

営業利益又は営業損失（△） 2,475 161 △90 2,546 △266 2,280

　　　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

 
ファーマシー
事業        
（百万円）

ドラッグ事業
（百万円）

治験事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 161,33864,272 1,903 227,514 － 227,514

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
42 0 － 43 △43 －

計 161,38164,273 1,903 227,558 △43 227,514

営業利益又は営業損失（△） 9,184 1,139 △183 10,140 △787 9,353

　（注）１．事業の区分の方法

事業区分は、事業の内容の種類により区分しております。

　２．各事業区分の主な内容

事業区分 事業の内容

ファーマシー事業 処方箋調剤、在宅医療、医薬品、健康食品、化粧品及び日用品等の販売

ドラッグ事業 医薬品、健康食品、化粧品及び日用品等の販売

治験事業 非臨床試験や臨床試験等の医薬品等の開発支援

 　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

スギホールディングス株式会社(E03344)

四半期報告書

20/27



【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。　

当社グループは、医薬品・健康食品・化粧品・日用品等を販売するとともに、処方箋調剤や地域の医療関

係者と連携した在宅医療に取り組む「地域医療対応型ドラッグストア」の経営を主たる業務とする

「ファーマシー事業」と、日用雑貨・食品を中心として、医薬品・健康食品・化粧品等を販売するドラッグ

ストアの経営を主たる業務とする「ドラッグ事業」の２つを報告セグメントとしており、それぞれ包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

「ファーマシー事業」は、「スギ薬局」、「スギドラッグ」及び「ドラッグスギ」の店舗を展開しており

ます。「ドラッグ事業」は、「ジャパン」の店舗を展開しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間 (自平成23年３月１日　至平成23年11月30日)　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計　上　額
(注)２

ファーマシー
事業

ドラッグ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 189,373 55,177 244,550 － 244,550
セグメント間の内部売上高
又は振替高

13 8 21 △21 －

計 189,386 55,185 244,572 △21 244,550

セグメント利益 12,046 2,403 14,450 △881 13,568

 (注) １．セグメント利益の調整額△881百万円には、セグメント間取引消去７百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△888百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　

当第３四半期連結会計期間 (自平成23年９月１日　至平成23年11月30日)　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計　上　額
(注)２

ファーマシー
事業

ドラッグ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 62,495 17,913 80,408 － 80,408
セグメント間の内部売上高
又は振替高

3 － 3 △3 －

計 62,498 17,913 80,412 △3 80,408

セグメント利益 3,146 520 3,667 △285 3,382

 (注) １．セグメント利益の調整額△285百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主

に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

当第３四半期連結会計期間（自平成23年９月１日　至平成23年11月30日）

 (固定資産に係る重要な減損損失)

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位とし、賃貸資産及び遊休

資産については物件単位ごとにグルーピングしております。

営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループについては、帳簿価額を回収可能価額ま

で減額し、当該減少額 24百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。

報告セグメントごとの計上額は、「ファーマシー事業」で５百万円、「ドラッグ事業」で 17百万円となっ

ております。また、報告セグメントに帰属しない賃貸資産において０百万円計上しております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

なお、前連結会計年度まで「ドラッグ事業」に区分しておりました飯塚薬品株式会社が運営していた「ド

ラッグスギ」につきましては、平成23年２月１日付で「スギ薬局」を主として運営する株式会社スギ薬局に

吸収合併されたことにより、「地域医療対応型ドラッグストア」への業態転換等の店舗運営方針の見直しが

されたこと、及び、上記会計基準等を適用することに伴い、第１四半期連結会計期間より「ファーマシー事

業」に区分を変更しております。

また、前連結会計年度まで区分しておりました「治験事業」は、当社の連結子会社であるスギメディカル

株式会社が、連結子会社であるスギメディカルリサーチ株式会社、スギメディカルサポート株式会社及びス

ギ生物科学研究所株式会社の全株式を、平成23年５月31日付けでシミック株式会社へ譲渡し、第１四半期連

結会計期間の期首をみなし売却日として連結の範囲から除外したため、第１四半期連結会計期間において廃

止しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年11月30日）

前連結会計年度末
（平成23年２月28日）

１株当たり純資産額 1,440.18円 １株当たり純資産額 1,306.99円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 97.58円 １株当たり四半期純利益金額 148.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

四半期純利益（百万円） 6,178 9,414

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 6,178 9,414

期中平均株式数（千株） 63,317 63,317

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 36.05円 １株当たり四半期純利益金額 31.75円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

四半期純利益（百万円） 2,282 2,010

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,282 2,010

期中平均株式数（千株） 63,317 63,317

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当） 

平成23年10月７日開催の取締役会において、剰余金の配当（中間）を行うことを次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額　 　443百万円 　

（2）１株当たり配当金　 　7円00銭 　

（3）基準日　 平成23年８月31日 　

（4）効力発生日 　平成23年11月７日 　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年１月11日

スギホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  高橋　寿佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  水野　裕之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスギホールディ

ングス株式会社の平成２２年３月１日から平成２３年２月２８日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２

２年９月１日から平成２２年１１月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２２年３月１日から平成２２年

１１月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スギホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２２年１１月

３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第

３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年１月11日

スギホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  高橋　寿佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  水野　裕之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  鈴木　晴久　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスギホールディ

ングス株式会社の平成２３年３月１日から平成２４年２月２９日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２

３年９月１日から平成２３年１１月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年３月１日から平成２３年 １

１月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スギホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２３年１１月　３０

日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四

半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計

期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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